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１ 目 的  

中学校学習指導要領解説１）では資質能力

を育むための方法としてアクティブ・ラーニ

ング（主体的・対話的で深い学び）を提示し

ている。そのなかで対話的な学習について、

単にグループ活動を取り入れることで対話

的な学習となるのだろうか。対話的な学びの

代表的な学習方法として協働学習が挙げら

れる。本研究では、協働学習の特徴を明らか

にし、授業における活動について協働学習の

特徴を活かしているかについて分析した上

で、どのような手立てが有効であるのかを明らか

にする。 

２ 方 法 

(1)研究対象 

協働学習の利点や特徴、要素について、協働学習

に関する文献 2)の調査を行った。また、協働学習に

有効な手立てを明らかにするために、中学校 4 校の

4 つの理科授業の分析を行った。 

(2)研究方法  

協働学習に関する文献調査によって協働学習の

利点や特徴、要素を明らかにした上で、協働学習の

利点からコンセプトマップを作成し、利点と要素の

関係性を捉えなおした。また、4 校の中学校理科授

業における活動の様子や教師の手立てを、協働学習

の要素に照らし合わせ、協働学習に有効な手立てを

明らかにした。 

３ 結 果  

 文献調査の結果、協働学習の要素として以下の 5

つが重要となることが分かった。 

① 互恵的関係性 

② 対面的な対話 

③ 個人の責任 

④ 社会的スキルとグループ運営スキル 

⑤ グループ改善手続き 

また、協働学習の長所を調べ作成したコンセプト

マップを図１に示す。 

マップを見ると協働学習を行うにあたり、社会的

スキルが対話的な活動の中で育成されることや、あ

らゆる利点が情意面や主体性へつながることが分

かった。また、ほとんどの要素が互恵的またはそれ

につながる要素であることから、協働学習は互恵的

な学びとなると言える。 

授業を分析してみると、互恵的関係性の点で、

班ごとの考えを全体で共有させ、異なる考え方を

得る場面が見られた。対面的な対話の点では、分

子モデルを用いて手を動かしながら思考させるこ

とや、「（先生ではなくて、）班の人に聞いてごら

ん」といった発話によって対面的な対話を促して

いた。個人の責任の点では、多くの物質の組み合

わせを短い時間で行う等、1 人では解決が困難な教

材を設定することによって全員が参加する工夫が

見られた。 

４ まとめと今後の見通し  

協働学習に関する文献調査の結果から、協働学

習の要素や特徴と協働学習のために有効となるい

くつかの手立てが分かった。 

今後はより多くの授業分析を行い、有効となる

手立てを理解した上で、協働学習の利点を活用し

た理科授業を構築する。 
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図１ 協働学習の利点と要素の関係 

 


